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『照葉狂言』
の松風、
ー「日暮の丘」
鷺花径から望む毘沙門天上の一本松
泉鏡花作『照葉狂言』（明治二九年〈一八九六〉）では、貢の住む家の
二階の東の窓から「峰
の松」
が望まれるとされる。
それはどの
あた
りの「峰 松」
を指す
のであろうか。
卯辰山の「峰の松」
とい
えば、一
本松が古来名高い
。
それは宇多
須神社本社の高みにあり
、山の
尾根の岡の
上に生えている。
森田平
次『金沢古蹟志』（明治三六年成る）（注1）
は「卯辰山一本松」
の項を
このように書き出
して
、
古来金沢近辺で名木とするゆえんを
、藩
政
期におけ
る義経の笈掛け松伝承（注2）との関係で解説している。
同書及び社
伝よ
れば在3）、
①宇多須神社
は養老二年（七一
八）、
卯辰村字一本松（現在の卯辰町）に卯辰治田多門天社として創建された。
②その後、
現在地（東山一丁目）に藩祖前回
利家を杷る際、二代
藩主利長は守山（高岡市）の物部八幡宮と阿尾（氷見市）の榊
葉神
明
宮を遷座・合犯し、
卯辰八幡宮を建立した。
③さらに、
卯辰八幡宮
『卯辰山開拓録』
の井筒
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聡
は明治六年に尾山神社に
移転し、
同一
一年
、そ
の跡地に氏子一同は
卯辰山の社殿を造営した。
これ
を「前の社」、卯辰山の社を「奥の社」
と呼び
な
し、
同三四年に宇多須神社と改称したという。
卯辰山の一本松が生えている
宇多須神社本社の高みと
は、この
「奥の社」の高みを指している。「奥の社」
は古く毘沙門天とも呼ば
れ、
たと
えば石川県立歴史博物館蔵「安政頃金沢町絵図」（注4）に
は、毘沙門天裏から一本松に至る山の道が描かれている。
泉鏡花作
『夫人利生記』（大正一三年〈一九二四〉）では赤門寺（全性寺）の寺続きに明星の岳の毘沙門天が望まれる
とされ、
同じ
く『鴛花径』（明治
三一年）・『時雨 姿』（大正六
年）
な
どで鬼子母神様の御寺（真成寺）
から一本松が望まれるとされるの
は、
現在の東山二丁目から毘沙門
天や一本松を見ていることにな
る。
「安政頃金沢町絵図」
にはま
た
、毘沙
門天を通らずに、宗龍寺の
南を
まっすぐ一本松の下に至る道が描かれている。「奥の社」の南に
位置する現在の
卯辰山工芸工房から山に上がる道のようである。
現



















